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二
次
元
シ
ン
ボ
ル
S
P

コ
ー
ド
は
専
用
読
取
装
置
で

文
字
情
報
を
音
声
で
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

再生紙を使用しています。

○報告書1『ふっさっ子スタンダード』
　ふっさっ子一人一人の望ましい
生活習慣や学習習慣の確立を目指
す統一基準を策定しました。その
内容は、幼稚園・保育園・小学
校・中学校を通した共通目標とし
ての「学習指導・生活指導スタン
ダード」、学校で身に付けるべき習慣を示した「学び
方スタンダード」及び家庭で身に付けるべき習慣を示
した「家庭生活10か条」で構成されています。

○報告書2『福生市立小学校外国語活動年間指導計画 平成27年度版』
　福生という和と洋が混在する文化を生かし、小学校
段階からコミュニケーション能力を高めていく指導を
推進するため、小学校第5学年・第6学年の70時間分の
外国語活動年間指導計画を策定しました。この計画に
基づき、小学校外国語活動の質的向上を図ります。

○報告書3『福生市いじめ防止対策基本方針』
　学校におけるいじめ問題を克服し、児童・生徒の尊
厳を保持する目的の下、福生市、学校、家庭、地域住
民その他の関係機関が相互に連携し、いじめ防止対策
推進法に基づき、いじめの防止等の対策を総合的かつ
効果的に推進するための基本的な方針を定めました。

　長期の休館をさせて頂きご不便をお掛け
しましたが、改良工事が完了し、4月1日
（水）にわかたけ会館・図書館は今までの
雰囲気を残しながら新しい建物としてリニ
ューアルオープンしました。
こんなところが新しくなりました！
【外観】
　増築部分屋上に太陽光パネルを設置し、
図書室内にはモニターが置かれ、リアルタ
イムで発電量が見られます。また、テラス
を新設し、読書やちょっとした交流の場と
して利用できます。
【図書室増築】
　読書を楽しむための
椅子の増設や学習机を

○報告書4『福生市立学校のコミュニティ・スクール
　構想について』
　保護者、地域住民等の声を学校運営に直接反映させ、
保護者、地域、学校及び教育委員会が一体となってよ
りよい学校を作り上げていくことを目指して、制度化
されたコミュニティ・スクールを、福生市立学校に導
入することについて調査検討を行いました。

○報告書5『福生市立学校の不登校総合対策』
　各学校における不登校児童・生徒の発生を未然に防
止し、解消するとともに、児童・生徒への指導・支援
の取組等、不登校に関する本市の総合的な対策を取り
まとめました。

○報告書6『福生市特別支援教育推進計画第三次実施
　計画 特別支援教育アクション20』
　子ども一人一人の発達特性や
障害の状況に応じた教育を推進
するため、「特別支援教室の設
置」「聞こえと言葉の学級の設
置」等、20の行動計画を盛り込
んだ「福生市特別支援教育推進
計画第三次実施計画　特別支援教育アクション20」を
策定しました。

長期の休館をさせて頂きご不便をお掛け

わかたけ会館・図書館がリニューアルオープンしました!わかたけ会館・図書館がリニューアルオープンしました!

　教育委員会では、さまざまな課題に対応するとと
もに、業務内容がわかりやすい組織名称とするため、
下表のとおり組織改正を行いました。
　なお、その他の教育委員会の組織（学校給食課・
生涯学習推進課・スポーツ推進課・公民館・図書
館）については、課名の変更はありません。

す
べ
て
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ふ
っ
さ
っ
子
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未
来
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た
め
に

平
成
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年
度　

ふ
っ
さ
っ
子
未
来
会
議
報
告
書　

〜
６
つ
の
計
画
等
を
策
定
〜

主な記事　○平成27年度教育委員会の主な取組 ○平成26年度福生市教育委員会表彰式が開催されました ○第24回ふっさ輝きフェスティバル
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新設し、ゆったりとできる空間を作りまし
た。
【会館室内】
　エレベータが設置され、より使いやすい
施設となりました。廊下から室内にかけて
使用された多摩産材
が、温かな空間を演
出してくれます。
【幼児コーナー】
　靴を脱いであがれ
る幼児コーナーが新しくできました。子ど
もと一緒に本を楽しむ時をお過ごしくださ
い。２階には授乳室もあります。
リニューアルオープン記念講演会のお知らせ
日　時　5月17日（日）午後１時から
場　所　わかたけ会館2階集会室
テーマ  ～暮らしに笑顔を アイルランド音

楽と落語のハーモニー～
内　容　日常の生活に育まれてきたアイル

ランド音楽と日本の伝統芸能であ
る落語とのコラボレーション

わかたけ図書館
☎551・0083

４月から教育委員会全体の組織が
　　　　　　　　教育部となりました

部 課 係 主な事務

教育委員会の会議・教
育委員会全体の計画に
関すること

個別支援教
育係

教育相談、特別支援教
育に関すること

児童・生徒の就学、学
校保健に関すること

教育総務課

教育指導課

教育支援課

教育総務係

学校施設係 学校施設に関すること

教職員係 教職員に関すること

指導係 教育指導に関すること

学務係

教育総務課教育総務係
☎551・1930
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教育部

　

福
生
市
教
育
委
員
会
で
は
、

学
校
と
関
係
機
関
が
連
携
し
て
、

市
内
の
小
中
学
校
に
お
け
る
課

題
を
解
決
し
、
魅
力
あ
る
教
育

施
策
を
検
討
す
る
た
め
に
、
平

成
25
年
７
月
に
「
ふ
っ
さ
っ
子

未
来
会
議
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
は
こ
の
会
議
で
取

り
ま
と
め
た
「
６
つ
の
未
来
提

言
」
を
具
現
化
す
る
た
め
に
作

業
部
会
を
設
置
し
、
６
つ
の
計

画
や
構
想
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
本
報
告
書
に
示
さ

れ
た
各
計
画
等
の
実
現
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、「
福
生
市
立
学

校
の
学
力
向
上
策
」
や
「
福
生

市
I
C
T
活
用
計
画
」
等
を
策

定
す
る
予
定
で
す
。
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５
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度
末
で
計
画

期
間
の
前
期

５
年
が
終
了

と
な
る
こ
と

か
ら
、
平
成

28
年
度
か
ら

の
後
期
５
年
計
画
の
改
定
作
業

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

公
民
館
の
事
業
で
は
、
地
域

活
動
へ
の
参
加
促
進
を
図
る
講

座
の
充
実
や
、
各
世
代
が
求
め

る
魅
力
あ
る
事
業
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。

　

図
書
館
に
お
い
て
は
、
駅
に

返
却
ポ
ス
ト
を
設
置
す
る
な
ど
、

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
を
す
る
わ
か
た
け

会
館
・
図
書
館
で
は
、
更
な
る

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
関
し
て

は
、
平
成
27
年
度
に
新
都
市
連

絡
協
議
会
を
構
成
す
る
北
海
道

登
別
市
、
滋
賀
県
守
山
市
と
福

生
市
の
三
市
で
実
施
さ
れ
る
ス

ポ
ー
ツ
交
流
事
業
は
、
８
月
の

福
生
七
夕
ま
つ
り
の
時
期
に
合

わ
せ
て
、
福
生
市
で
少
年
野
球

競
技
の
交
流
試
合
を
行
い
ま
す
。

　

基
本
方
針
４
「
地
域
の
教
育

力
の
向
上
」
で
は
、
子
ど
も
の

登
下
校
時
や
放
課
後
の
安
全
確

保
を
図
る
た
め
、
地
域
の
方
々

と
と
も
に
小
学
校
毎
に
子
ど
も

を
見
守
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
、

そ
の
補
完
と
し
て
防
犯
カ
メ
ラ

も
設
置
し
て
い
き
ま
す
。

　

福
生
市
の
子
ど
も
た
ち
、
市

民
の
皆
様
が
、
「
こ
の
ま
ち
が

好
き
、
夢
か
な
う
ま
ち
福
生
」

を
実
感
で
き
る
よ
う
、
教
育
委

員
会
が
一
丸
と
な
っ
て
各
施
策

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
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平
成
27
年
第
１
回
３
月
市
議

会
定
例
会
に
お
い
て
、
平
野
教

育
委
員
長
が
、
教
育
委
員
会
が

取
り
組
む
施
策
に
つ
い
て
基
本

的
な
考
え
を
述
べ
ま
し
た
。
要

旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

少
子
高
齢
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル

社
会
の
進
展
に
伴
い
、
学
校
教

育
に
お
け
る
課
題
も
複
雑
化
、

多
様
化
し
て
い
ま
す
が
、
本
市

に
お
い
て
も
、
市
民
の
皆
様
、

児
童
・
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
良

質
な
教
育
施
策
の
取
組
や
事
業

を
享
受
で
き
る
よ
う
、
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

教
育
目
標
を
達
成
す
る
た
め

の
基
本
方
針
１
「
子
ど
も
た
ち

の
『
生
き
る
力
』
の
育
成
」
で

は
、
学
習
や
生
活
の
ル
ー
ル
な

ど
を
ま
と
め
た
「
ふ
っ
さ
っ
子

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
の
作
成
、
及

び
「
福
生
市
不
登
校
総
合
対

策
」
に
基
づ
い
た
取
組
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
中

学
校
の
部
活
動
の
活
性
化
を
図

り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
関
す
る
教
育
の
研

究
開
発
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

確
か
な
学
力
の
定
着
に
つ
い

て
は
、
先
ほ
ど
述
べ
ま
し
た

「
ふ
っ
さ
っ
子
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
」
に
よ
り
、
学
習
の
統
一
基

準
を
学
校
と
家
庭
で
取
り
組
み
、

小
学
校
４
年
生
ま
で
の
徹
底
し

た
基
礎
学
力
の
習
得
や
個
別
支

援
教
育
を
重
点
化
し
、
児
童
・

生
徒
の
学
力
の
向
上
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
特
別
支

援
教
育
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も

一
人
ひ
と
り
の
特
性
や
、
状
況

に
応
じ
た
教
育
を
推
進
す
る
た

め
に
「
特
別
支
援
教
育
推
進
計

画
第
三
次
実
施
計
画
」
を
策
定

し
、
一
層
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

次
に
、
魅
力
あ
る
学
校
づ
く

り
の
推
進
と
、
本
市
の
特
色
と

し
て
の
洋
の
文
化
の
重
点
化
を

図
る
た
め
、
26
市
で
は
初
と
な

る
英
語
教
育
推
進
担
当
課
長
職

を
配
置
し
、
小
学
校
に
お
け
る

外
国
語
活
動
の
授
業
改
善
を
図

る
と
と
も
に
、
「
福
生
市
英
語

教
育
推
進
計
画
（
仮
称
）
」
を
、

平
成
27
年
度
末
を
目
指
し
て
策

定
し
ま
す
。

　

基
本
方
針
２
「
信
頼
さ
れ
る

学
校
づ
く
り
の
推
進
」
で
は
、

学
校
体
育
館
に
つ
い
て
、
天
井

や
照
明
、
窓
ガ
ラ
ス
等
の
非
構

造
部
材
の
耐
震
化
工
事
を
平
成

27
年
度
か
ら
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用

し
た
授
業
が
で
き
る
環
境
整
備

と
し
て
、
移
動
型
の
端
末
利
用

の
研
究
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
度
か
ら
の

稼
働
を
目
指
し
て
い
る
防
災
食

育
セ
ン
タ
ー
は
、
実
施
設
計
完

了
後
、
建
設
工
事
に
着
手
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
合

わ
せ
て
新
た
な
配
送
方
法
に
伴

う
給
食
の
受
入
れ
態
勢
を
整
備

し
て
い
き
ま
す
。

　

基
本
方
針
３
「
生
涯
学
習
社

会
の
推
進
」
で
は
、
第
２
期
生

涯
学
習
推
進
計
画
が
平
成
27
年

平成27年度の教育委員会の主な取組

・2020年のオリンピック・パラリンピック東
京大会開催を踏まえ、児童・生徒が五輪の意
義や参加国の歴史、文化を学ぶためのオリン
ピック・パラリンピック教育を推進します。
（予算額1,500千円）
・小学校全校の学校プールにおける授業及び
夏季休業日の水泳指導を継続して実施し、指
導補助員を配置して健全育成及び水泳能力の
向上を図ります。（予算額1,616千円）
・授業及び校務にICT機器を活用して学習活動の充実を図るとともに、
教員の校務の負担軽減を図るため、小・中学校の職員室や図書室等のパ
ソコン及び周辺機器を整備します。（予算額62,567千円）
・市立図書館と学校図書館との所蔵データの一元化を行ない、図書館機
能の充実を図ります。（予算額843千円）
・日本語能力が不十分なため、学習理解や生活習慣の習得が困難で、特
別な支援を要する児童・生徒に対して、NPO法人との連携を通した指導
を実施し、在籍学級への早期の適応が図れるようにします。（予算額
3,019千円）

・平成26年度に策定した「コミュニティ・スクー
ル基本構想」に基づき、コミュニティ・スクール
設置を実現させます。
・職層に応じた教員研修等を実施します。
・学校給食に関わる職員に対しノロウィルス検査
を実施することで、衛生管理を強化し、安全で安
心な学校給食を実施します。（予算額1,164千円）
・第五小学校の校庭で、表土の補充と排水設備整備、校庭の一部を芝生
化します。（予算額24,003千円）
・第三中学校で、校内給水管の更新と、飲料水を水道管から直接給水を
受ける方式に変えます。（予算額23,254千円）
・第三中学校で、老朽化した便所の改良を行います。（予算額100,944
千円）

・駅に返却ポストを設置して、返却資料の回収を行い、図
書館サービスの向上を図ります。合わせて学校図書館への
配送便を運行し、学校図書館を支援します。（予算額670
千円）
・旧田村家住宅を保存及び活用のため、暫定的な公開等の
活用に必要なトイレや手洗いの設置等、展示スペースとす
るための土蔵の改良工事を行います。（予算額10,837千
円）
・ジュニアスポーツ体験・育成事業と
して、就学前児童及び小学生を対象に
様々なスポーツの体験を通じ、基礎運
動能力の育成及びスポーツを好きにな
る子どもの育成を目的に教室を開催し
ます。（予算額2,003千円）
・老朽化したプチギャラリーの空調設備及び外壁等の改良
工事を行ないます。（予算額38,295千円）
・白梅会館屋上等防水を改良するため、既存の防水シート
を撤去し、新たに防水工事を行います。（予算額6,085千
円）
・地域で活動している団体や、新たに地域で行事を計画し
ている方に対し、「福生市地域まなびあいボランティア」
に登録している講師や指導員を派遣します。

・児童が通学路において交通事故及び犯罪による被害を受
けないよう、見守り体制を整備するこ
とにより、児童等の安全確保を図りま
す。（予算額5,114千円）
・公民館事業に参加する機会を増やす
ため、託児保育を付けた講座を実施し
ます。

　平成22年3月に策定した福生市教育振興基本計画は、前期5年間が経過しており、これまでの取組を継承しつつ、
新たな課題に対応するため、現在、後期5年間の修正後期計画の策定手続きを進めています。このため、教育目標を
達成するための基本方針に基づき、これまでの取組に加え、次の事業も実施していきます。
　なお、平成27年度からの福生市教育振興基本計画修正後期は、今後、所要の手続きを行って策定し、市民の皆さん
にお知らせします。

教育総務費　3億6,861万7千円
　教育委員会とその事務局、小中学校の
教育指導に要する経費
小学校費　5億9,790万6千円
　学校の運営、学校施設の整備に要する経費
中学校費　5億1,244万8千円
　学校の運営、学校施設の整備、ランチ
ルームの運営に要する経費
学校給食費　2億3,257万7千円
　小学校給食の調理及び設備に要する経費
社会教育費　7億3,189万2千円
　公民館、市民会館、図書館、プチギャ
ラリー、茶室の運営や、青少年の健全育
成、文化財保護などに要する経費
保健体育費　2億6,960万4千円
　体育館及び屋外体育施設の管理、ス
ポーツの推進事業に要する経費

　平成27年度福生市一般会計予算227億
5,000万円が３月の市議会定例会で認定
されました。教育費の一般会計予算全体
に占める割合は11.9％、前年度と比較し
て約1億2,986万3千円、5.0％の増額と
なりました。

平成27年度教育費予算
（27億1,304万４千円）
をお知らせします

平
成
27
年
度

福
生
市
教
育
委
員
会
の
基
本
的
な
考
え
方

保健体育費
9.9%

保健体育費
9.9%

教育総務費
13.6%
教育総務費
13.6%

小学校費
22.0%
小学校費
22.0%

中学校費
18.9%
中学校費
18.9%学校給食費

8.6%
学校給食費
8.6%

社会教育費
27.0%
社会教育費
27.0%

子どもたちの「生きる力」の育成

信頼される学校づくりの推進

生涯学習社会の推進

地域の教育力の向上

基
本
的
な
考
え
方

福
生
市
教



制度改正の主なポイント
・教育委員長と教育長を一本化した新「教育長」の設置
・教育長へのチェック機能の強化と会議の透明化
・すべての地方公共団体に「総合教育会議」を設置
・教育に関する「大綱」を市長が策定

教 育 長

　

委  　員

委  　員

委  　員

委  　員

川越　孝洋

渡辺　浩行

平野　裕子

德永　喜昭

加藤　孝子

坂本　和良

平成27年 4月 1日～平成30年 3月31日

平成23年 6月16日～平成27年 6月15日

平成23年10月 3日～平成27年10月 2日

平成24年10月 1日～平成28年 9月30日

平成25年10月21日～平成29年10月20日

平成27年4月1日～平成31年3月31日

職　名 氏名（敬称略） 任　　　　期
かわごえ たかひろ

わたなべ ひろゆき

とくなが よしあき

さかもと かずよし

かとう    たかこ

ひらの    ひろこ

井尻　　郁夫 福生第一中学校校長 東久留米市教育委員会統括指導主事
萩原　　　聖 福生第二小学校副校長 小平市立小平第十五小学校
長崎　　将幸 福生第三小学校副校長 日野市教育委員会
猿渡　　厚史 福生第四小学校副校長 世田谷区立駒繋小学校副校長
荒井　　善雄 福生第四小学校 福生第四小学校副校長
武田　　一教 福生第五小学校副校長 東村山市立東村山第二中学校
岩田　　哲生 福生第二中学校副校長 小笠原村立母島中学校副校長

大越　　洋一 福生第一中学校校長 八王子市立四谷中学校校長
椿田　　克之 福生第三小学校副校長 荒川区教育委員会統括指導主事
柴田　　忠幸 福生第五小学校副校長 武蔵村山市立第八小学校副校長
勝瀬　　正紀 福生第二中学校副校長 八王子市立石川中学校
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地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
が
平
成
27
年
４

月
１
日
に
施
行
さ
れ
、
教
育
行

政
に
お
け
る
責
任
体
制
の
明
確

化
や
迅
速
な
危
機
管
理
体
制
の

構
築
、
ま
た
市
長
と
教
育
委
員

会
の
連
携
の
強
化
等
を
図
る
た

め
、
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
の
教
育
委
員
長
と
教
育

長
を
一
本
化
し
た
教
育
長
と
し

て
、
４
月
１
日
付
け
で
川
越
孝

洋
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
併
せ
て
教
育
委
員
を

１
名
増
員
し
、
委
員
に
坂
本
和

良
氏
が
任
命
さ
れ
、
福
生
市
教

育
委
員
会
は
新
た
な
体
制
に
な

り
ま
し
た
。

　

今
後
も
市
民
に
信
頼
さ
れ
る

教
育
行
政
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

総
合
教
育
会
議
を
開
催
し
ま
す

　

教
育
委
員
会
制
度
改
正
に
よ

り
、
新
た
に
市
長
が
主
宰
す
る

総
合
教
育
会
議
が
設
置
さ
れ
ま

す
。
こ
の
会
議
は
市
長
と
教
育

委
員
会
で
構
成
さ
れ
、
教
育
に

関
す
る
大
綱
や
、
重
点
的
に
講

ず
べ
き
施
策
等
に
つ
い
て
協
議
・

調
整
が
行
わ
れ
ま
す
。

日
時　

５
月
８
日
㈮
午
後
３
時

場
所　

市
役
所
第

一
棟
４
階　

庁
議

室
（※

会
議
は
公

開
し
ま
す
。）

問
合
せ　

教
育
総

務
課
教
育
総
務
係

☎
５
５
１
・
１
９

３
０

教
育
委
員 

坂
本
和
良
氏
の
経
歴

・
東
京
教
育
大
学
理
学
部
卒
業

・
元
東
京
都
教
育
庁
指
導
部
長 

他

・
帝
京
大
学
大
学
院
教
授

児童及び生徒の表彰（個人17名・団体５団体）
志村史奈（福生第六小学校６年）･明るい選挙ポスター
コンクール東京都入選、全国審査出展
菅野奏音（福生第二中学校２年）･JOC ジュニアオリン
ピックカップ第17回全日本女子ユースサッカー選手権大
会 優勝
門脇杏実（福生第一中学校２年）･JOC ジュニアオリン
ピックカップ第10回都道府県対抗全日本中学生女子ソフ
トボール大会 第３位
萱津希音（福生第二中学校３年）･明るい選挙ポスター
コンクール東京都入選、全国審査出展･平成26 年度全国中
学生人権作文コンテスト東京都大会 優秀賞
石川明日香（福生第二中学校３年）･明るい選挙ポス
ターコンクール東京都入選、全国審査出展
菅井鈴乃（ことがわら学園加美平書道教室・八王子学
園八王子高等学校１年）･第30回高円宮杯日本武道館書
写書道大展覧会　硬筆の部 日本武道館理事長賞
栗城アンソニータイレル（八王子学園八王子高等学校
３年）･第69回国民体育大会陸上競技大会　少年男子Ａ 
400ｍハードル 優勝
長瀬陽色（日本空手道泊親会・福生第二小学校３年)
･第52回関東地区空手道選手権大会 小学３年男子組手競技 
優勝･第52回全国空手道選手権大会 出場
上野真結（日本空手道泊親会・福生第六小学校３年)
･第52回関東地区空手道選手権大会 小学３年女子形競技 

第３位･第52回全国空手道選手権大会 出場
大谷彩歌（日本空手道泊親会・福生第二中学校２年)
･第52回関東地区空手道選手権大会 中学女子形競技 第３
位･第52回全国空手道選手権大会 出場
堀内日和（都立小平高等学校１年）･第２回全日本ジュ
ニア ユースライフセービング・プール競技会 女子100ｍ
マネキントウ・ウィズフィン 第４位、女子100ｍ障害物
スイム 第５位
鳥海咲穂（都立昭和高等学校２年）･第２回全日本ジュ
ニア ユースライフセービング・プール競技会 女子100ｍ
マネキントウ・ウィズフィン 第２位、女子100ｍ障害物
スイム 第３位
森海渡（啓明学園高等学校２年）･第16回全国高校生英
語スピーチコンテスト全国大会 準優勝
小田桐美生（福生警察署少年柔道部・福生第一小学校
６年）･冲永荘一杯第25回東京都少年少女学年別柔道選手
権大会 小学５年生 少年中量の部 優勝
滝元菜央（福生第二中学校１年）･第34回東京都中学校
新体操学年別新人大会１年生大会 種目別ボールの部 第３
位
小山茜音（福生第二中学校２年）･第67回東京都中学校
支部対抗陸上競技選手権大会 女子１・２年走高跳 優勝
福生第一中学校女子ソフトボール部･平成26年度第63 
回東京都中学校秋季新人ソフトボール大会 第３位
福生第一中学校野球部･平成26年度第67回東京都中学校

野球春季大会第３位
福生第二中学校女子ハンドボール部･平成26年度東京都
中学校ハンドボール新人大会 第３位
井上京香（福生第二中学校３年）･2014 関東中学生テニ
ス選手権大会 出場･第40回東京都中学校テニス選手権大会 
女子シングルス 第５位
福生第二中学校吹奏楽部･第54回東京都中学校吹奏楽コ
ンクール Ａ組金賞
福生第三中学校吹奏楽部･第54回東京都中学校吹奏楽コ
ンクール Ｂ組金賞
学校教職員の表彰（個人１名）
鈴木輝（福生第六小学校主幹教諭）･平成26年度東京都
教育委員会職員表彰 受賞
個人及び団体の表彰（個人２名・団体５団体）
三原智子（ボーイスカウト・ガールスカウト福生市連
合育成会）･多年にわたりボーイスカウト・ガールスカウ
ト指導者として活動し、社会教育の充実に貢献
福生市陸上競技協会･福生町体育協会（現在の特定非営利
活動法人 福生市体育協会）の創立及び多年にわたる陸上
競技の普及によるスポーツの振興に貢献
福生市柔道連盟･福生町体育協会（現在の特定非営利活動
法人 福生市体育協会）の創立及び多年にわたる柔道競技
の普及によるスポーツの振興に貢献
福生市軟式野球連盟･福生町体育協会（現在の特定非営利
活動法人 福生市体育協会）の創立及び多年にわたる野球
競技の普及によるスポーツの振興に貢献
オール福生ハイシニア･第９回全日本ハイシニアソフト
ボール大会第３位･第９回東京都ハイシニアソフトボール
大会優勝
GONA フライングディスククラブ･第１回全国ユースア
ルティメット選手権大会　高学年層 優勝･第３回関東ユー
スアルティメット選手権大会　高学年層 優勝
石井涼音・石井真紀･第８回ウィズガス全国親子クッキン
グコンテスト関東中央地区大会 第５位、全国大会出場

平成26年度福生市教育委員会表彰式が開催されました

転入者及び市内異動
氏　名（敬称略） 新任校 前任校

転出者
氏　名（敬称略） 転任校前任校

問合せ　教育指導課教職員係 ☎551・1944

教
育
委
員
会
制
度
改
正

の
お
知
ら
せ

　平成26 年度の福生市教
育委員会表彰の受賞者が決
まり、平成27 年３月14 日、
市役所において教育委員会
表彰式が行われました。受
賞者の皆さんとご功績を紹
介します。（敬称略・順不同）

平成27年度福生市立学校長・副校長の人事異動

教育委員
坂本　和良 氏

委  　員
（教育長職務代理者）



◎
福
生
市
教

育
委
員
会
再

雇
用
職
員
設

置
規
則
の
廃

止
に
つ
い
て

◎
福
生
市
公

立
学
校
通
学
区
域
等
に
関
す
る

規
則
の
一
部
改
正
に
係
る
臨
時

代
理
の
決
定
に
つ
い
て

◎
福
生
市
教
育
委
員
会
委
員
の

辞
職
の
同
意
に
つ
い
て

◎
学
校
薬
剤
師
の
委
嘱
に
つ
い

て◎
福
生
市
社
会
教
育
委
員
の
委

嘱
に
つ
い
て

◎
福
生
市
公
民
館
運
営
審
議
会

委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

◎「
玉
川
上
水
開
削
工
事
跡
（
第

二
次
登
録
分
）」
の
市
登
録
史
跡

登
録
に
伴
う
答
申
及
び
登
録
に

つ
い
て

◎「
日
光
橋
」
の
市
登
録
有
形
文

化
財
登
録
に
伴
う
答
申
及
び
登

録
に
つ
い
て
（
他
３
件
）

□
報
告
事
項　

７
件

　

以
上
の
議
案
が
審
議
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
定
例
会
予
定

４
月
24
日
（
金
）
午
前
10
時

５
月
20
日
（
水
）
午
後
３
時

６
月
24
日
（
水
）
午
後
３
時

開
催
場
所

市
役
所
第
二
棟
４
階

第
一
委
員
会
室

※

５
月
20
日
及
び
６
月
24
日
の

開
催
場
所
は
第
一
棟
４
階　

庁

議
室

問
合
せ　

教
育
総
務
課　

教
育

総
務
係
☎
５
５
１
・
１
９
３
０
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新
緑
の
多
摩
川
中
央
公
園
に
集

ま
ろ
う
！

　

だ
れ
で
も
楽
し
め
る
福
生
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
パ
ズ
ル

や
ダ
ー
ツ
、
的
あ
て
な
ど
で
楽

し
ん
だ
あ
と
は
、
模
擬
店
で
一

休
み
。
み
ん
な
が
大
好
き
な
焼

き
そ
ば
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、

か
き
氷
等
で
お
腹
も
大
満
足
。

家
族
そ
ろ
っ
て
、
楽
し
も
う
！

内
容　

模
擬
店
、
ゲ
ー
ム
・
ス

ポ
ー
ツ
コ
ー
ナ
ー
等

日
時　

５
月
17
日
㈰
午
前
10
時

〜
午
後
２
時
（
雨
天
中
止
）※

中

止
の
場
合
は
、午
前
９
時
に
ふ
っ

さ
情
報
メ
ー
ル
を
配
信
し
、
ま

た
防
災
行
政
無
線
で
も
お
知
ら

せ
し
ま
す
。※

車
で
の
来
場
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

場
所　

多
摩
川
中
央
公
園

参
加
費　

無
料※

た
だ
し
、
模

擬
店
は
会
場
内
で
売
っ
て
い
る

金
券
が
必
要
で
す
。

主
催　

福
生
市
青
少
年
育
成
地

区
委
員
長
会

問
合
せ　

生
涯
学
習
推
進
課
地

域
教
育
支
援
係
☎
５
５
１
・
１

９
５
８

　

公
民
館
白
梅
分
館
利
用
サ
ー

ク
ル
の
活
動
成
果
の
発
表
と
地

域
の
皆
さ
ん
の
楽
し
い
交
流
の

場
で
す
。

日
時　

５
月

23
日
㈯
・
24

日
㈰
午
前
10

時
〜
午
後
４

時場
所　

公
民

館
白
梅
分
館

内
容　
【
23
日
・
24
日
】◆
展
示

の
ひ
ろ
ば　

陶
芸
、
子
ど
も
創

作
・
絵
画
、書
道
、パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、

俳
句
、
絵
手
紙
、
写
真
、
熊
川

分
水
研
究
な
ど
の
作
品
展
示
や

紹
介
◆
模
擬
店
（
ク
ッ
キ
ー
、

焼
き
そ
ば
な
ど
）◆
屋
外
で
の
展

示
（
陶
芸
・
盆
栽
）・
絵
手
紙
体

験
コ
ー
ナ
ー
◆
子
ど
も
の
ひ
ろ

ば
（
プ
ラ
板
工
作
、ホ
ッ
ト
ケ
ー

キ
づ
く
り
、
射
的
ダ
ー
ツ
、
楽

し
い
く
じ
引
き
コ
ー
ナ
ー
等
）

【
23
日
の
み
】◆
健
康
コ
ー
ナ
ー

（
受
付
時
間
：
午
前
10
時
〜
11
時

30
分
、
午
後
１
時
〜
２
時
30
分
）

　

保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
師
・
栄

養
士
に
よ
る
体
内
年
齢
・
血
管

年
齢
の
測
定
や
健
康
相
談

◆
み
ん
な
で
歌
声
コ
ー
ナ
ー（
午

前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分
）◆
お

茶
席
（
午
前
11
時
〜
お
菓
子
が

な
く
な
り
次
第
終
了
）

【
24
日
の
み
】◆
演
示
の
ひ
ろ
ば

（
正
午
〜
午
後
４
時
）、
社
交
ダ

ン
ス
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
、朗
読
、コ
ー

ラ
ス
、
オ
カ
リ
ナ
、
太
極
拳
な

ど
の
発
表

※

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

主
催　

白
梅
ま
つ
り
実
行
委
員

会問
合
せ　

公
民
館
白
梅
分
館

☎
５
５
３
・
３
４
５
４

　

平
常
時
に
応
急
給
食
機
能
を

有
効
活
用
し
、
学
校
給
食
を
提

供
す
る
「
防
災
食
育
セ
ン
タ
ー
」

は
、
必
要
な
財
源
の
確
保
や
調

理
業
務
等
の
事
前
準
備
を
考
慮

し
た
結
果
、
開
設
時
期
を
平
成

29
年
４
月
の
予
定
か
ら
９
月
に

変
更
し
、
現
在
、
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

は
、１
月
に
基
本
設
計
が
完
了
し
、

現
在
は
10
月
ま
で
の
期
間
で
実

施
設
計
を
し
て
お
り
、
今
年
度

中
に
建
設
工
事
に
着
手
す
る
予

定
で
す
。

　

ま
た
、
配
送
方
法
を
食
器
や

食
缶
を
そ
の
ま
ま
配
送
す
る
現

在
の
方
式
か
ら
、
専
用
の
コ
ン

テ
ナ
に
収
容
し
配
送
す
る
方
式

に
変
更
す
る
た
め
、
小
学
校
は

既
存
の
配
膳
室
な
ど
を
改
良
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。今
年
度
は
、

全
７
校
の
設
計
と
、第
一
・
第
二
・

第
五
小
学
校
の
工
事
に
着
手
し

ま
す
。
中
学
校
に
つ
い
て
は
、

新
た
に
学
校
給
食
を
開
始
す
る

こ
と
か
ら
、
配
膳
設
備
等
を
整

備
し
て
い
き
ま
す
。
今
年
度
は
、

第
二
中
学
校
の
整
備
、
第
一
・

第
三
中
学
校
の
設
計
及
び
整
備

に
着
手
し
ま
す
。

　

今
後
も
開
設
に
向
け
、
事
業

を
着
実
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ　

学
校
給
食
課
給
食
第

一
係
☎
５
５
１
・
１
３
４
４

平
成
27
年
１
月
か
ら
３
月
ま
で

の
教
育
委
員
会
定
例
会
の
主
な

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

平
成
27
年
第
１
回
福
生
市
教
育

委
員
会
定
例
会
（
１
月
23
日
）

□
議
案

◎
平
成
26
年
度
福
生
市
教
育
委

員
会
表
彰
者
の
決
定
に
つ
い
て

（
他
２
件
）

□
報
告
事
項　

３
件

平
成
27
年
第
２
回
福
生
市
教
育

委
員
会
定
例
会
（
２
月
17
日
）

□
議
案

◎
平
成
27
年
度
福
生
市
一
般
会

計
予
算
の
原
案
中
教
育
に
関
す

る
部
分
に
対
す
る
意
見
聴
取
に

つ
い
て

◎
福
生
市
非
常
勤
の
特
別
職
の

職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
対
す
る
意
見
聴
取
に

つ
い
て

◎
組
織
改
正
に
伴
う
各
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
対
す

る
意
見
聴
取
に
つ
い
て

◎
福
生
市
教
育
委
員
会
の
委
員

の
定
数
を
定
め
る
条
例
に
対
す

る
意
見
聴
取
に
つ
い
て

◎
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条

例
に
対
す
る
意
見
聴
取
に
つ
い

て◎
福
生
市
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
配
置
要
綱
の
制
定

に
つ
い
て

◎
平
成
26
年
度
福
生
市
教
育
委

員
会
表
彰
者
の
決
定
に
つ
い
て

◎
教
育
委
員
会
事
務
局
及
び
教

育
機
関
の
職
員
の
任
命
等
に
係

る
臨
時
代
理
の
決
定
に
つ
い
て

（
他
12
件
）

□
協
議
事
項　

３
件

□
報
告
事
項　

４
件

平
成
27
年
第
２
回
福
生
市
教
育

委
員
会
臨
時
会
（
２
月
24
日
）

□
報
告
事
項　

１
件

平
成
27
年
第
３
回
福
生
市
教
育

委
員
会
臨
時
会
（
３
月
20
日
）

□
議
案

◎
平
成
26
年
度
福
生
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
の
原

案
中
教
育
に
関
す
る
部
分
に
対

す
る
意
見
聴
取
に
つ
い
て

◎
福
生
市
教
育
委
員
会
管
理
職

員
の
人
事
異
動
に
つ
い
て

□
報
告
事
項　

２
件

平
成
27
年
第
３
回
福
生
市
教
育

委
員
会
定
例
会
（
３
月
24
日
）

□
議
案

◎
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に

伴
う
例
規
改
正
等
に
つ
い
て

◎
平
成
27
年
度
組
織
改
正
に
伴

う
例
規
改
正
等
に
つ
い
て

◎
福
生
市
教
育
委
員
会
嘱
託
職

員
の
設
置
及
び
任
用
等
に
関
す

る
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

▲昨年の輝きフェスティバルの様子

問合せ　生涯学習推進課地域教育支援係　☎551・1958

　平成27年4月1日付けで第23期福生市公民館運営審
議会委員を委嘱しました。任期は平成29年3月31日ま
での2年間です。新しい委員の方は次のとおりです。

　放課後安全な見守りのもとに、子ども同士が学年の異なる友達と
の交流の中で自由に学び、遊び、さらに地域の方から昔遊びや踊
り、スポーツなどを教わり、さまざまな体験ができる「ふっさっ子
の広場」を市内全小学校内で実施しています。ぜひ参加してみてく
ださい。新一年生の参加も待っています!また、参加には事前登録が
必要です。サポーター（ボランティア）も募集していますので、各
広場または生涯学習推進課までお問い合わせください。
◆実施　原則として、月～金曜日
◆時間　放課後（午後１時以降）※夏時
間（４～９月）は午後６時まで・冬時
間（10～３月）は午後５時まで

◆費用　登録・参加無料
※詳細は市ホームページの「くらしの情
報」→「教育・文化・スポーツ」欄の
「ふっさっ子の広場」のページをご覧
ください。

公民館運営審議会委員を改選しました

放課後子ども教室「ふっさっ子の広場」に集まれ！

第
34
回 

白
梅
ま
つ
り

第
24
回 

ふ
っ
さ

輝
き
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

福
生
市
防
災
食
育
セ
ン

タ
ー
整
備
事
業
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
の
動
き

▲昨年の白梅まつり（演示）

▲ふっさっ子の広場の様子

サポーター（ボランティア）も随時募集しています

「
わ
く
わ
く
す
る
よ
！

　
　
　
　
　

白
梅
ま
つ
り
」

問合せ　公民館　☎552・2118

小野寺　萬次
おのでら　　よろじ

関根　孝明
せきね　たかあき

山西　年男
やまにし　としお

八木　五郎
やぎ　　　ごろう

田中　宏幸
たなか　　ひろゆき

北島　浩子
きたじま　　ひろこ

吉澤　玲子
よしざわ　　れいこ

降旗　信一
ふりはた　しんいち

伊藤　　覺
いとう     さとる

小澤　はる奈
おざわ　　        な

学校教育関係者（福生市立小中学校校長会）

社会教育関係者（公民館本館利用者連絡会）

社会教育関係者（公民館本館利用者連絡会）

社会教育関係者（公民館松林分館利用者交流会）

社会教育関係者（公民館白梅分館利用者交流会）

社会教育関係者（福生市文化協会）

家庭教育関係者（福生市社会福祉協議会）

学識経験者

市民公募

市民公募

氏名（敬称略） 選出区分


